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介護施設・在宅療養における

繰り返す肺炎についての考え方
治療しないという選択肢も：肺炎新ガイドラインから
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高齢者の肺炎に対する選択肢

• 入院：抗菌剤（抗生物質）点滴、酸素吸入その
他の呼吸補助／人工呼吸

• かかりつけ医等の往診による抗菌剤点滴

• かかりつけ医等の往診による抗菌剤経口投与
（飲み薬）

• 熱を下げ、水分を補給するなど安楽になること
のみを目的とした治療
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事例１

• 90代後半の男性

• 昨日から38℃程度の発熱、咳、全身倦怠、食
欲不振

• 3か月前から施設に入所。それまで特に大きな
病気や入院歴はない

• 身の回りのことは自立して可能

• かかりつけ医（施設配置医）の診察で肺炎疑い
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事例２

• 70代前半の男性

• 昨日から37℃程度の発熱、反応性の低下

• 9か月前に3回目の脳梗塞を起こしてから両側に麻痺
があり寝たきり。在宅で療養している

• 前回脳梗塞時の退院後、同様の症状ですでに5回入
退院を繰り返している。誤嚥性肺炎と言われている

• 身の回りのことは全介助

• ここ2週間はベッド挙上での姿勢保持も困難

• 食事介助でもむせることが多い

長浜赤十字病院 放射線科



事例３

• 100才間近の女性

• 本日は呼びかけに応じない

• 5年前までは庭の菜園の世話ができていたが2
年まえからは床上での生活となり、ここ半年は
トイレにも行けない状態であった

• かかりつけ医（施設配置医）の往診で肺炎疑い

• 先月、先々月にも肺炎で入院している
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肺炎をくりかえす理由
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誤嚥性肺炎
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喉ぼとけ
(喉頭隆起)
(甲状軟骨)

喉頭蓋

輪状軟骨
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準備期 口腔期

咽頭期 食道期
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肺炎を繰り返す理由：誤嚥①

• 嚥下(飲み込む）時には

– 舌や喉頭蓋は下に下がる

– 喉頭(甲状軟骨・・・喉ぼとけ・輪状軟骨など)
は上がる

• これらの動きも筋肉で起こるが、衰弱するとこ
れらの筋肉も委縮し十分には動かなくなる

– それぞれの動きが小さい

– それぞれの動きが遅い
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誤嚥するのは

唾液



嚥下性肺疾患

長浜赤十字病院 放射線科

嚥下性肺炎
（通常型）

びまん性
嚥下性

細気管支炎

胃切除後
嚥下性肺炎

メンデルソン
症候群

微量の誤嚥
特に唾液

常態的な
誤嚥

胃切除後
頻回の

胃-食道逆流

大量の嘔吐
引き続き

急激には小

肺炎像あり 肺炎像
はっきりしない
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あごを引くと・・・口の中にものをためやすくなる
また、食道に入りやすくなり誤嚥しにくくなる



長浜赤十字病院 放射線科



肺炎を繰り返す理由：誤嚥②

• 繰り返す肺炎で問題になるのは唾液

• 臥位(寝ている)より座位(座っている）、座位よ
り立位(立ち歩く)がよい。ベッド上ならギャッジ
アップも有用

• 老衰など全身が弱ると座位は困難に、ギャッジ
アップも困難になる

• なお、夜間(睡眠中)は唾液の分泌が比較的少
なく問題になりにくい
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抗菌剤(抗生物質)の副作用
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入院するから悪くなる？

意識もうろうの状態で運び込まれて
夜迷わずトイレに行けますか？

転倒したり、せん妄になったり・・・
病院では家族から元気はもらえない



長浜赤十字病院 放射線科



長浜赤十字病院 放射線科



長浜赤十字病院 放射線科



長浜赤十字病院 放射線科

 がんなどの疾患末期や老衰の末期などのいわゆる終末期における肺炎の治療は、

必ずしも患者のQOLを改善するとは限らない。そのため、治療法の選択にあたって

は、苦しみをとる緩和療法に加えて、肺炎の治療をどのように行うかの判断が求め

られる。

 終末期は、救急医療等でみられる急性型、がん等の疾患末期の亜急性型、高齢者、

認知症、あるいは植物状態等の慢性型に分類される。このうち、肺炎の診療におい

て考慮すべきは亜急性型と慢性型の終末期状態の患者に併発した場合である。

 亜急性型終末期とは「病状が進行して、生命予後が半年あるいは半年以内と考え

られる時期」と定義され、慢性型終末期は「病状が不可逆的かつ進行性で、その時

代に可能な最善の治療により病状の好転や進行の阻止が期待できなくなり、近い

将来の死が不可避の状態」と定義されている。

 しかし、いずれの定義もそれを判断する医学的エビデンスが不足していることを理

解のうえで、終末期の判断は、複数の専門の知識を有する医師による一致した診

断が必要であり、その診断結果はプロセスも含めて診療録に記録するべきである。

患者背景のアセスメント

②疾患末期、老衰等の終末期状態の判断

亜急性型終末期とは「病状が進行して、生

命予後が半年あるいは半年以内と考えら

れる時期」と定義され、慢性型終末期は

「病状が不可逆的かつ進行性で、その時

代に可能な最善の治療により病状の好転

や進行の阻止が期待できなくなり、近い将

来の死が不可避の状態」と定義されている。
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1) 個人の意思やQOLを考慮した治療・ケア

 細菌性肺炎は、一般に、抗菌薬によって病因根治的な治療が可能であり、治癒す

れば大きな後遺症を残すことなく病前の状態に復帰する良性疾患である。一方、

不可逆的な死の過程、すなわちがんなどの疾患末期状態や老衰の過程にある人

に起こった肺炎は、死亡の契機となったり、病状が改善したとしても病前の状態に

復帰できず、むしろ耐え難い苦痛や不快感が持続する、あるいは繰り返す可能性

がある。

 このため、本ガイドラインでは、治療によって病前の状態に回復する肺炎と、疾患終末期

や老衰の過程において死に至る進行を早める肺炎を分けて考えることとした。

 HAPやNHCAPには、診療の対象として疾患末期や老衰の過程などの終末期にあ

る患者が含まれる。このような患者に対してはわが国でも、近年、学会の指針等で終末

期における医療の決定プロセスについて、適切な情報の提供と説明に基づく個人

の意思の尊重が示されるようになってきた。そこで、終末期の患者の肺炎の診療

に際しては、まず個人の意思の尊重を最優先とする。

肺炎は一般的には発病前の元気さに
戻れる治る疾患：

治す、防ぎうる死を防ぐ

終末期や老衰では衰弱過程の一現象：
個人の意思を尊重
この時点では治療より予防



長浜赤十字病院 放射線科



高齢者の肺炎に対する選択肢

• 入院：抗菌剤（抗生物質）点滴、酸素吸入その
他の呼吸補助／人工呼吸

• かかりつけ医等の往診による抗菌剤点滴

• かかりつけ医等の往診による抗菌剤経口投与
（飲み薬）

• 熱を下げ、水分を補給するなど安楽になること
のみを目的とした治療
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事例１

• 90代後半の男性

• 昨日から38℃程度の発熱、咳、全身倦怠、食
欲不振

• 3か月前から施設に入所。それまで特に大きな
病気や入院歴はない

• 身の回りのことは自立して可能

• かかりつけ医（施設配置医）の診察で肺炎疑い
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事例２

• 70代前半の男性

• 昨日から37℃程度の発熱、反応性の低下

• 9か月前に3回目の脳梗塞を起こしてから両側に麻痺
があり寝たきり。在宅で療養している

• 前回脳梗塞時の退院後、同様の症状ですでに5回入
退院を繰り返している。誤嚥性肺炎と言われている

• 身の回りのことは全介助

• ここ2週間はベッド挙上での姿勢保持も困難

• 食事介助でもむせることが多い
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事例３

• 100才間近の女性

• 本日は呼びかけに応じない

• 5年前までは庭の菜園の世話ができていたが2
年まえからは床上での生活となり、ここ半年は
トイレにも行けない状態であった

• かかりつけ医（施設配置医）の往診で肺炎疑い

• 先月、先々月にも肺炎で入院している

長浜赤十字病院 放射線科



まとめ
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肺炎は一般的には発病前の元気さに戻
れる治る疾患：

治す、防ぎうる死を防ぐ

終末期や老衰では衰弱過程の一現象：
個人の意思を尊重。予防も重要
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